
分速(m) かかった時間（分） 進んだ道のり（m）

弟 80 10＋ x 80（10＋ x）

姉 240 x 240x

一次方程式を解く手順
3 （ xー 2 ）＝ x＋ 2

① 必要があれば、かっこをはずし ①
たり、分母をはらったりする。 3xー 6＝ x＋ 2

② 文字の項を一方の辺に、数の項 ②
を他方の辺に集める。 3xー x＝ 2＋ 6

③ ax＝ bの形にする。 ③
2x＝ 8

④ 両辺を xの係数 aでわる。 ④
x＝ 4

3x＋4

5
＝

4x－4

2

x＋1

2
＝

1

5
x＋2

１ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 次の方程式のうち、 2が解であるものを答えなさい。 ４ 弟が、 2 ㎞離れた駅に向かって家を出発しました。それから 10 分たって、姉が弟の
忘れ物に気づき、自転車で同じ道を追いかけました。弟は分速 80m、姉は分速 240mで

(ｱ) 5xー 4＝ 8 (ｲ) 10ー 3x＝ 8xー 12 (ｳ) 3 （ xー 8 ）＝ 9 （ 4ー x ） 進むものとすると、姉は出発してから何分後に弟に追いつくでしょうか。次の問いに
答えなさい。

(ｴ) 答え (ｲ)､(ｴ)

２ 次の方程式を解きなさい。

（１） 4x－ 15＝ 9 （２） 7x－ 2＝ 6＋ 3x （３） 7 （ x－ 5 ）＝ 9x＋ 1

x＝ 6 x＝ 2 x＝－ 18
（１） 上の線分図にある、 x分後の xは何を表していますか、答えなさい。

答え 姉が家を出発してから弟に追いつくまでの時間

（４） (２) 次の表を完成させなさい。

x＝ 5

(３) 上の表をもとに、方程式をつくり、姉が出発してから何分後に弟に追いついたか、
求めなさい。

方程式 80 （ 10＋ x ）＝ 240x

x＝ 5
答え 5 分後

３ 次の問いに答えなさい。
（１） 500円で、鉛筆 3本買うと、おつりが 200円でした。鉛筆 1本の値段を求めなさい。 (4) 姉が弟に追いついたのは、家から何mのところか、答えなさい。

240× 5＝ 1200
500－ 200＝ 300 答え 1200 m
300÷ 3＝ 100

答え 100 円 (５) 弟が家を出発してから 20 分後に、姉が追いかけました。 姉は弟が駅に着くまで
に追いつけましたか。それとも追いつけませんでしたか。その理由も答えなさい。

（２） 500円で、鉛筆 5本と 90円の消しゴム 1個を買うと、おつりが 60円でした。鉛筆 1本の値
段を x円として、 xの値を求めるための方程式をつくり、鉛筆 1本の値段を求めなさい。 姉が出発してから x分後に 姉が出発してから 10 分後に追いつくと

弟に追いつくとすると、 すると、追いつく地点は、家から 2400mの地
方程式 500－（ 5x＋ 90 ）＝ 60 点となる。しかし、家から駅までの道のりは

80 （ 20＋ x ）＝ 240x 2㎞＝ 2000mだから、この解は問題にあって
x＝ 10 いない。よって、追いつかない。

x＝ 70
240× 10＝ 2400

答え 70 円

道のり
＝速さ×時間

2㎞

10分後

家 駅

弟

姉

10分後
弟

姉

分後

分後

x

x

姉が出発

x 分後



１ Ｂ問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

答え 分

答え
説明

方程式 平成２８年度 全国学力・学習状況調査問題より

練習問題との関連
・３（２）
・４（２）（３）

練習問題との関連
・３（１）

練習問題との関連
・４（４）（５）

ポイント
求めるものは何か
を考えよう！



x 1 2 3 4 5 6

y 3 6 9 12 15 ㋐

x 1 2 3 4 5 6

y 12 6 4 3 2.4 ㋑

x 1 2 3 4 5 6

y 2 4 6 8 10 12

y

5
x

0

5

10

10

y

5
x

0

5

２ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 次の xと yの関係を式に表しなさい。また、(1)、(2)にあ ３ 右の図のように、縦の長さが x㎝、横の長さが y㎝の長方形があります。長方形の面積
てはまるグラフを、右の(ア)～(エ)の中から選び、記号で答 を 6 ²㎝ とするとき、次の問いに答えなさい。
えなさい。

(1) 横の長さが 2㎝のとき、縦の長さを求めなさい。
(1) yは xに比例し、 x＝ 3のとき y＝－ 3である。

－ 6＝ a× 3 答え 3 ㎝

a＝－ 2
(2) xと yの関係を表に表しなさい。 (3) xと yの関係をグラフに表しなさい。

式 y＝－ 2x 記号 (イ)

(2) yは xに反比例し、 x＝ 2のとき y＝ 3である。

a＝ 6 (4) xと yの関係を式に表しなさい。
式 記号 (ウ)

式

２ 右の図のように、縦の長さが 2 ㎝、横の長さが x ㎝の長方形があります。長方形の面積
たて

を y ²㎝ とするとき、次の問いに答えなさい。
(5) (2)の表で、 xの値を、 2倍、 3倍、 4倍・・・にすると、 yの値はどうなりますか。

(1) 横の長さが 4㎝のとき、長方形の面積を求めなさい。
答え yの値は、 、 、 になる。

答え 8 ㎝²

(6) (3)のグラフは、点（ 3 ， 2 ）を通ります。 点（ 3 ， 2 ）は、長方形の何を表しているか答
(2) xと yの関係を表に表しなさい。 (3) xと yの関係をグラフに表しなさい。 えなさい。

答え 縦の長さが 3 ㎝で、横の長さが 2 ㎝

４ 次の表は、比例と反比例のどちらかの関係を表したものです。比例、反比例のどちらを表
したものかを［ ］から選び○をつけ、 xと yの関係を式に表しなさい。また、その理由も

(4) xと yの関係を式に表しなさい。 説明しなさい。さらに、表中の㋐、㋑の値も答えなさい。

(1) ［ 比例 ・ 反比例 ］
式 y＝ 2x

式 y ＝ 3x ㋐の値 18
(5) (2)の表で、 xの値を、 2倍、 3倍、 4倍・・・にすると、 yの値はどうなりますか。

理由 xの値を、 2倍、 3倍、 4倍にすると、 yの値も、 2倍、 3倍、 4倍になっている。
答え yの値も、 2倍、 3倍、 4倍になる。

(2) ［ 比例 ・ 反比例 ］
(6) (3)のグラフは、点（ 3 ， 6 ）を通ります。点（ 3 ， 6 ）は、長方形の何を表しているか
答えなさい。 式 ㋑の値 2

答え 横の長さが 3㎝のときに、面積が 6㎝² 理由 xの値を、 2倍、 3倍、 4倍にすると、 yの値も、 倍、 倍、 倍になっている。

x 1 2 3 4 5 6

y 6 3 2 1.5 1.2 1

2㎝

㎝

y㎝²

x

6 ㎝²x ㎝

y㎝



２ Ｂ問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

答え
説明

答え y＝

平成２８年度 全国学力・学習状況調査問題より

練習問題との関連
・１（１）
・２（１）（２）
・４（１）（２）

練習問題との関連
・１（２）
・３（１）（２）（３）（４）
（５）

・４（２）ポイント
求めるものは何か
を考えよう！



x 0 1 2 3 4 5 6 7

y 2 5 8 11 14 17 20 23

x 0 1 2 3 4 5 6 7

y 6 8 10 12 14 16 18 20

y

｛

月額基本使用料 1分ごとの通話料

Aプラン 3500円 30円

Bプラン 2000円 40円

1 か月の ＝ 月額基本 ＋ 1 分ごと × 通話時間
使用料 使用料 の通話料 （分）

y

３ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 次の図のように、 2㎝の高さまで水が入った水そうAに、 1分間に 3㎝の割合で水を入れま （６） 水そう A と水そう B の底から、水面までの高さが同じになるのは何分後かを調
す。また、 6㎝の高さまで水が入った水そう Bに、 1分間に 2㎝の割合で水を入れます。水を入 べます。連立方程式を使って、（５）で答えたことが正しいかを確かめなさい。
れはじめてからの時間を x分、底から水面までの高さを y㎝として、それぞれの水そうの変化
の様子を調べます。次の問いに答えなさい。 y＝ 3x＋ 2

y＝ 2x＋ 6 （ x ， y ）＝（ 4 ， 14 ）

答え 4 分後

２ ある電話会社には、次のような料金プランがあります。下の問いに答えなさい。

（１） 水そうAと水そう Bのそれぞれの表を完成させなさい。

水そうA 水そう B

（１） 100分通話したとき、Aプラン、 Bプランそれぞれの使用料を答えなさい。
（２） (１)の水そうAの表中の「 x＝ 2のとき y＝ 8 」は、何を表していますか、答えなさい。

Aプラン 答え 6500 円 Bプラン 答え 6000 円
答え 水を入れはじめてから 2分後のとき、底から水面までの高さが 8㎝である。

（２） 1 か月に x 分通話するときの使用料を y 円として、 A プランと B プランのそれ
（３） 水そうAと水そう Bのそれぞれの xと yの関係を式に表しなさい。 ぞれについて、 xと yの関係を式に表しなさい。

水そうA 式 y＝ 3x＋ 2 水そう B 式 y＝ 2x＋ 6 Aプラン 式 y＝ 30x＋ 3500 Bプラン 式 y＝ 40x＋ 2000

（４） 水そうAと水そう Bのそれぞれのグラフをかきなさい。 （３） 1か月に何分より多く通話すると、Aプランの方が Bプランより使用料が安く
なるかを、①グラフ、②連立方程式の順に求めなさい。

① グラフ ② 連立方程式

y＝ 30x＋ 3500
y＝ 40x＋ 2000

（５） （４）のグラフより、水そうAと水そう Bの底から水面までの高さが同じになるのは、何分 （ x ， y ）＝（ 150 ， 8000 ）
後か答えなさい。

答え 4 分後 答え 150 分より多く通話するとAプランの方が Bプランより使用料が安くなる。

5
x

0

5

10

15

50
x

0

2000

4000

6000

8000

10000

100 150 200

｛
一次関数のグラフ
○ 一次関数 y ＝ ax ＋ b のグラ
フは、傾き a 、切片 bの直線

○ 一次関数 y ＝ ax ＋ b の変化
の割合 a は、グラフ上では、直線
y ＝ ax ＋ b の傾き a になって
いる。

水そうA 水そうB



３ Ｂ問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

答え
説明

説明

答え 万円

平成２８年度 全国学力・学習状況調査問題より

練習問題との関連
・１（４）（５）（６）
・２（３）

ポイント
求めるものは何か
を考えよう！

練習問題との関連
・１（１）
・２（１）

練習問題との関連
・１（２）（３）
・２（２）



４ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 右の図で l∥mのとき、 にあてはまることばや数を書 ４ 右の図で、 l∥mとして、 l上の点Aとm上の点 Bを結ぶ
きなさい。 線分 ABの中点をMとします。点Mを通る直線が、 l 、 mと

交わる点を、それぞれ C 、Dとするとき、 CM＝DMであるこ
（１） ∠ a=50°である根拠は、「 が等しい。」 とを、次のように証明します。

にあてはまるものを書き入れて、証明を完成させなさい。

（２） ∠ b= °である根拠は、「 2つの直線が平行ならば、 は等しい。」 ［証明］
△ AMC と△ で， ①，②，③から， が

（３） ∠ c= °である根拠は、「三角形の 3つの内角の和は °である。」 Mは線分ABの中点だから， それぞれ等しいので，

AM= ……① △AMC≡△
２ 下の図で、∠ xの大きさを、それぞれ求めなさい。

角は等しいから， 合同な図形では，対応する辺の長さは等しいので，
（１） （２）

∠AMC＝∠ ……② CM＝

平行線の 角は等しいから，
∠ x＝ 84 ° ∠ x＝ 62 °

l∥m ∠ CAM＝∠ ……③

（３） （４）
５ 右の図の□ABCDで、∠ABCの二等分線と辺ADとの交点
を Eとします。AB＝ 4cm 、 BC＝ 6cm 、∠ BCD＝ 110°のと
き、次の辺や線分の長さ、角の大きさを、それぞれ求めなさい。

∠ x＝ 35 ° ∠ x＝ 45 °
△ ABC は二等辺三角形 四角形ＡＢＣＤは平行四辺形 （１） 辺AD （２） ∠ CDE

6 cm 70 °
３ 下の図の三角形で、合同な三角形を記号≡を使って表しなさい。また、そのとき使った
合同条件も書きなさい。 （３） ∠ABE （４） ∠AEB （５） 線分AE

△ABC≡△ EFD 35 ° 35 ° 4 cm

合同条件 3 組の辺がそれぞれ等しい。
６ 右の図の□ ABCDで、∠ ABCの二等分線と辺 CDを延長
した直線との交点を E とします。 AB＝ 5cm 、 BC＝ 8cm 、

△ GHI≡△ NOM ∠ BEC＝ 54°のとき、次の辺や線分の長さ、角の大きさを、そ
れぞれ求めなさい。

合同条件 2 組の辺と その間 の角がそれぞれ等しい。
（１） 辺 CD （２） ∠ABE

△ JKL≡△QRP 5 cm 54 °

合同条件 1 組の辺と その両端 の角がそれぞれ等しい。 （３） ∠ BCD （４） 線分 CE （５） 線分DE

72 ° 8 cm 3 cm

A

B C

DE

A

B C

D

E



４ Ｂ問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

答え ならば

になる。

平成２８年度 全国学力・学習状況調査問題より

練習問題との関連
・１（１）（２）
・２（１）
・３
・４

ポイント
求めるものは何か
を考えよう！

練習問題との関連
・２（３）
・５
・６



4，11，2，3，5，3，3，3，3，9，
4，8，8，13，4，8，2，5，1，2 (単位：冊)

距離 (m) 人数(人)
10 以上 ～ 15 未満 0
15

以上
～ 20 4

20
以上
～ 25 6

25
以上
～ 30 8

30 以上 ～ 35 7
35

以上
～ 40 3
計 28

５ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 次の資料は、あるクラスの女子 20人について、先月読んだ本の冊数を調べたものです。この ３ 次の表は、サッカー部 1 年の男子 20 人の身長を調べ、度数分布表に表したもので
とき、次の問いに答えなさい。 す。このとき、空欄をうめて、表を完成させなさい。また、次の図に度数分布多角形を

かきなさい。

（１） 中央値を求めなさい。 （２） 平均値を小数第 1位まで求めなさい。

101÷ 20＝ 5.05

4 冊 5.1 冊

（３） 最頻値を求めなさい。 （４） 最大値を求めなさい。

3 冊 13 冊

（５） 最小値を求めなさい。 （６） 範囲を求めなさい。

1 冊 12 冊
４ 次の図は、あるクラスの生徒 30 人の通学時間を調べ
た結果を、ヒストグラムに表したものです。

２ 次の表は、あるクラスの男子 28人のソフトボール投げの記録を、度数分布表に表したもので このとき、次の問いに答えなさい。
す。このとき、次の問いに答えなさい。

問い 通学時間が 23 分の生徒が、ふくまれる階級の相
（１） 階級の幅を求めなさい。 対度数を求めなさい。

5 m 式 6÷ 30

（２） 度数分布表をもとにし 6÷ 30＝ 0.2
て、右の図にヒストグラム
をかきなさい。 0.2

（3） 最頻値を求めなさい。 ５ ある中学校の 1 年生男子 89 人の運動ぐつのサイズ（cm）を調べました。その結果、
平均値は 24cmで、最頻値は 25cmでした。この結果から、必ずいえることを、次の(ｱ)～

27.5 m (ｵ)からすべて選びなさい。

（４） 中央値がふくまれる階級を答えなさい。 （５） 平均値を小数第 1位まで求めなさい。 (ｱ) この結果を、小さい順に並べたとき、小さい方から数えて 45 番目の生徒の運動
ぐつのサイズは 24cmである。

70＋ 135＋ 220＋ 227.5＋ 112.5 (ｲ) 89人全員の運動ぐつのサイズを合計すると、 2136cmである。
＝ 765 (ｳ) 運動ぐつのサイズが、 24cmだった生徒がいちばん多い。

765÷ 28＝ 27.32… (ｴ) 運動ぐつのサイズが、 20cm未満だった生徒はいない。
(ｵ) 運動ぐつのサイズが、 25cmだった生徒がいちばん多い。

25 m以上 30 m未満の階級 27.3 m (ｲ)、 (ｵ)

階級(cm) 度数（人） 相対度数

150 以上～ 155 未満 3 0.15

155 ～ 160 5 ③ 0.25

160 ～ 165 ① 7 0.35

165 ～ 170 ② 4 ④ 0.2

170 ～ 175 1 ⑤ 0.05

計 20 1.00



５ Ｂ問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

説明

式

平成２８年度 全国学力・学習状況調査問題より

練習問題との関連
・３
・４

ポイント
求めるものは何か
を考えよう！

練習問題との関連
・１（２）（３）
・２（３）（５）
・５



1

2

６ Ｂ問題（活用）に対応するための練習問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

１ 右の表で、クッキー 1枚の値段を x円としたとき、次の式は何を表し (２) 決める整数は、人によって違うので、文字を使って整数 n としたとき、③～⑥
ているでしょうか。 のことがらをどのように表すことができますか、答えなさい。

式 x× 8＋ 200 （円）

答え クッキー 8枚を 200円の箱につめて買ったときの代金を表している。

２ 底面の半径が r 、高さが hの円錐Aがあります。この円錐A

の底面の半径を 2倍に、高さを 倍にしたものを円錐 Bとする

とき、円錐 Bの体積は、円錐Aの体積の何倍になりますか。
体積を Vとすると、

円錐A ： V＝ π r²h

円錐 B ： V＝（ 2r ）²×π× h× ＝ π r²h ５ マジシャンが、「下の手順通りにすれば、お客さんが頭の中で考えた整数を必ず当
てることができる。」と話しました。次の問題に答えなさい。

答え 2 倍 (1) 次の式は、マジシャンがつくった数当てマジックを考えた整数を、 m として表し
たものです。③、④について、お客さんにどのように指示をするか、書きなさい。

３ 2つの整数が、ともに偶数のとき、その和は偶数になることを、次のように説明しました。□に
あてはまるものを書き入れなさい。

m 、 nを整数とすると、 2つの偶数は、 、 と表される。
このとき、 2数の和は、

＋ ＝ （m＋ n ）

m＋ nは整数だから、 2 （m＋ n ）は偶数である。
したがって、 2つの偶数の和は偶数である。 (2) 花子さんは、整数を 11 と決めました。マジシャンがいう手順にしたがって計算

しなさい。

４ マジシャンが、「下の〔手順〕通りすれば、必ずその結果は 3になる。」と話しました。次の問題
に答えなさい。
(1) 花子さんは、整数を 7と決めました。マジシャンがいう手順にしたがって計算しなさい。
〔手順〕

(3) マジシャンは、手順通り計算した結果、④が 16 になったので、花子さんが考え
た整数は、 11 だとすぐに当てました。なぜ、当てることができたのか、(2)の手順
④のm＋ 5から、最初に決めた整数mを当てる方法を説明しなさい。

説明 手順通りに求めた数から 5をひく。

1

3

円錐の体積
底面の円の半径を r 、高さを h 、
体積を Vとすると、

V＝ π r²h

① 7

② 7＋ 5＝ 12

③ 12× 2＝ 24

④ 24-4＝ 20

⑤ 20÷ 2＝ 10

⑥ 10-7＝ 3

⑦ よって、 3になる。

① 最初に整数を 1つ決める。

② ①の数に 5をたす。

③ ②の数を 2倍する。

④ ③の数から 4をひく。

⑤ ④の数を 2でわる。

⑥ ⑤の数から最初の①の数を引く。

⑦ よって、 3になる。

① n

② n＋ 5

③ （ n＋ 5 ）× 2＝ 2n＋ 10

④ 2n＋ 10-4＝ 2n＋ 6

⑤ （ 2n＋ 6 ）÷ 2＝ n＋ 3

⑥ n＋ 3-n＝ 3

⑦ よって、 3になる。

① 11

② 11＋ 12＝ 23

③ 23＋ 9＝ 32

④ 32÷ 2＝ 16
① 最初に整数を 1つ決める。

② ①の数に 5をたす。

③ ②の数を 2倍する。

④ ③の数から 4をひく。

⑤ ④の数を 2でわる。

⑥ ⑤の数から最初の①の数を引く。

⑦ よって、 3になる。

① m

② m＋（m＋ 1 ）＝ 2m＋ 1

③ （ 2m＋ 1 ）＋ 9＝ 2m＋ 10

④ （ 2m＋ 10 ）÷ 2＝m＋ 5

① 最初に整数を 1つ決める。

② ①の数と①より 1 大きい数をたす。

③ ②の数に 9をたす。

④ ③の数を 2でわる。

① m

② m＋（m＋ 1 ）＝ 2m＋ 1

③ （ 2m＋ 1 ）＋ 9＝ 2m＋ 10

④ （ 2m＋ 10 ）÷ 2＝m＋ 5



６ Ｂ問題 （ ）年（ ）組（ ）番 名前（ ）

説明

答え

答え
平成２８年度 全国学力・学習状況調査問題より

練習問題との関連
・５（３）

練習問題との関連
・４（２）
・５（１）

ポイント
求めるものは何か
を考えよう！

練習問題との関連
・４（１）
・５（２）


